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「正しい予防法と
 早期発見で、
 胃がんは怖くない！」

脳血流シンチで正確な認知症診断
データで見る浅ノ川総合病院
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【 地 域 連 携 】医療・介護・福祉が一体となった切れ目のない医療サービスを提供し、
地域医療の充実に努めます。

【 救 急 医 療 】断らない救急医療を目指します。
【 予 防 医 学 】健康診断を推進し、病気の予防・早期発見に努めます。
【 チーム医療 】患者さん中心のチーム医療を実践し、安全で質の高い医療の提供に努めます。
【 人 材 育 成 】次代の医療を担う信頼される人材の育成に努めます。

救急から在宅まで、地域の医療を守り支える病院を目指します。
暑い日が続きます！
夏バテには気をつけて
くださいね。

病院の理念

vol.
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お知らせ

　平成29年5月14日（日）、快晴となった金沢城公園で、第１6回「利家とまつ」金沢城リレーマラソンが行われました。
今年も職員が「あさのちゃんTシャツ」を身にまとって完走し、チームの絆をさらに深めました。当院ではこれからも
職員が一丸となれる行事に参加することで、チーム医療の充実と、荒木病院長を中心に、病院のスローガンである「地
域から選ばれる温もりのある病院」を目指していきます。

平成29年8月15日（火）、16日（水）はお盆休みにつき、外来診療を休診いたします。
（急患の場合は救急外来で対応します）

お盆休みのお知らせ

平成29年11月5日（日） ゴルフ倶楽部金沢リンクス　※詳細は地域医療連携室までお問い合わせください。
【連携登録医の皆様へ】「第６回 浅ノ川総合病院 地域連携ゴルフコンペ」を開催します。

今年も第１6回「利家とまつ」
金沢城リレーマラソンに参加しました！

　第9回目となる定位放射線治療セミナーを平成29年6月16日
（金）にホテル金沢で開催いたしました。石川県内外から多数の参
加を賜り、盛況な会となりました。
　基調講演では、当院定位放射線外科センター長の光田幸彦医師
が「転移性脳腫瘍の定位放射線照射に対する最近の取り組み」につ
いて講演しました。
　特別講演では、厚生連高岡病院 総合的がん診療センター長の高
仲強先生により「Novalis 放射線治療がもたらしたもの」について講
演されました。
　講演会終了後には情報交換会が開催され、参加者同士親睦を深
めました。
　今後も当院は定位放射線治療の充実と連携を推進していきます。

第9回目となる
定位放射線治療セミナー開催
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病院の方針

光田 幸彦 先生

高仲 強 先生
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私が専門とする消化器内科は、食道や胃、大腸といった
消化管とそれに連なる肝臓やすい臓、胆のうなどを対象
にしています。胃潰瘍や肝炎、大腸ポリープなど専門と
する疾患の領域は幅広く、胃がんもそのひとつです。胃
がんは日本人に多い病気で、2014年に発表されたがん
の統計によると、年間の罹患者数は男性が約9万人、女
性が約4万人。毎年13万人以上が新たに発症しています。
胃がんは大まかに早期がんと進行がんに分けられます
が、その最大の原因はピロリ菌です。赤ちゃんの時に家
族などからピロリ菌に感染し、それがもとで慢性胃炎と
なり、胃がんへと進行していくケースが多いのです。ピ
ロリ菌の感染者が胃がんになる確率は10％で、10人に
1人。実際にはもっと多いのではと思います。ピロリ菌
の感染に加え、塩分の取りすぎや喫煙、遺伝などの要因
があるとさらにリスクが高まります。男性に罹患者が多
いのは、この複合的な要因によると考えられています。

正しい予防法 と 早 期発見で 、

 胃がんは怖くない！

医 師 イ ン タ ビ ュ ー特 集

内科・消化器内科が専門領域である浜野直通医師。

数ある消化器系疾患の中でも日本人に多い胃がんに

注目し、その原因と予防法、治療についてお話を伺い

ました。

胃がんは早期であるステージ1なら5年生存率が95％以
上と予後がいいのが特徴です。しかし、初期だと痛みな
どこれといった症状がないので、発見が難しい。定期検
診をしっかり受けて、早期に発見することが重要です。
胃がんの一番の予防法は、ピロリ菌を除去することで
す。なるべく早い段階で内視鏡検査を行い、ピロリ菌の
有無を調べ、陽性の場合は除菌をおすすめします。抗生

ピロリ菌を除去すれば
がんのリスクが3分の1に

毎年、新たに13万人以上が
胃がんを発症

身体の負担が少ない
内視鏡によるがん切除手術

医療人と患者さんが一緒に
日本の医療を守る

わからないことを追求してこそ、
医療は進歩していく

胃がんの治療は進行度によって異なりますが、代表的な
ものに外科的手術と抗がん剤による化学療法がありま
す。消化器内科では病変が浅く、転移のない早期がんを
対象にした内視鏡手術と進行したがんを対象にした抗
がん剤治療をしています。内視鏡手術は胃の表面にある
がんを切除するだけなので、胃の大部分を摘出する手術
に比べ身体の負担が少なくてすみます。入院期間は平均
すると10日から2週間ほどで、退院後2週間は禁酒が必
要です。しばらくは胃の消化能力が落ちるので、刺激が
強いもの、堅いものは食べないでください。手術により
一時的に胃潰瘍の症状が出ますが、それが回復すれば極
端な食事制限はありません。その後は様子を見ながら、
定期的に通院していただきます。ご注意いただきたいの
は、手術後、必ず主治医の指示にしたがって定期検査を
受けることです。症状がなく「もう大丈夫」と過信して、
定期検査を怠る方がいますが、がんが再発して進行して
しまったケースもあります。

私が医師を志した理由は、自分の技術で人の役に立てる
ことに魅力を感じたからです。出身は埼玉県ですが、金
沢大学医学部で学び、現在に至っています。
医師として心がけていることは、なんでも当たり前だと
思わず、不思議に思うことです。水木しげる先生の漫画
に「人間は300年生きないとこの世のことはわからない」
という言葉が出てきますが、医学の世界でもまだわかっ
ていないことがあり、すべてが絶対ではない。思い込み
を捨て、わからないことを追求してこそ医療は進化して
いきます。私が医師になったころと比べ医療は驚くほど
進歩しました。ここ数年でC型肝炎が服薬治療で治るよ
うになりましたが、20年前は考えられませんでしたか
ら。医療現場でその進化を実感し、患者さんの命を助け
られることは幸せなことです。

皆さんは普段あまり意識していないかもしれませんが、
日本の医療環境は非常に恵まれています。これだけ内視
鏡検査が発達し、保険適用内で検査と治療が受けられる
のは世界的にみても稀です。ぜひそれを活用し、自身の
健康を守ってほしいと思います。しかし、医療の提供は
財政の厳しさもあり、盤石ではありません。例えば、一
部の人が救急車をむやみに利用するケースが取り沙汰
されていますが、それが続けば救急医療が崩壊してしま
うでしょう。恵まれた日本の医療を継続するためには患
者さんの協力が必要
です。皆さんにも医
療の状況に目をむ
け、自分に合った医
療を選択し、賢く利
用してほしいので
す。医療人と患者さ
んが協力すれば、恵
まれた日本の医療は
守られていくと思い
ます。

浜野 直通

内科部長・内視鏡センター長・健診センター長

はまの　      なおみち

趣 味

座 右 の 銘

おいしいお店めぐり

自身の健康法
くよくよせずに笑って生きる

「仕事とは受け身のものである」
「人間は300年生きないとこの世のことはわからない」

日本消化器内視鏡学会専門医
日本内科学会認定医

物質等を飲む服薬治療が可能で、除菌することでがんの
発症率は3分の1に下がります。除菌をしても油断は禁
物で、感染していない人に比べ胃がんになるリスクは高
いため、定期的に内視鏡検査をしてください。頻度は
１～２年に一度が平均的ですが、主治医の先生と相談し
て決めるとよいでしょう。進行の早いスキルス性胃がん
はピロリ菌に感染していない場合も発症するケースが
多く、その原因ははっきりとわかっていません。しかし、
早い段階でピロリ菌を除去すれば防げるという研究も
あります。
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脳血流シンチで正確な認知症診断 見データで る 浅ノ川総合病院
昨年度、当院を受診した患者さんの数や、診療行為の実績、診療した疾患の上位などを掲載いたします。

＊図説明：脳血流シンチ。
　　　　　先進のソフトウェアーにより、アルツハイマー型認知症や正常圧水頭症の診断が容易です。

土曜日はAM8:30～12:30（第２土曜日は休み）

（平成29年7月1日現在）

（平成28年度実績）

全職員数全職員数 うち医師数 56人

763人
うち看護師数 373人

1日平均外来患者数1日平均外来患者数

518.6人
1日あたり外来を受診した
患者さんの数です

1日平均入院患者数1日平均入院患者数

408.0人
1日あたり入院された
患者さんの数です

救急車搬入数(年間)救急車搬入数(年間)

1,635件
当院に搬入された
救急車の台数です

紹介患者数(年間)紹介患者数(年間)

6,461人
他の医療機関から紹介された

患者さんの数です

1位 …… 白内障
2位 …… 脳腫瘍
3位 …… 大腸ポリープ
4位 …… てんかん

5位 …… 肺炎等

6位 …… 誤嚥性肺炎

7位 …… 脳梗塞

8位 …… 前立腺の悪性腫瘍

9位 …… 胆のう結石、胆管結石

10位 …… 腎臓または尿路の感染症

疾患別患者数ランキング疾患別患者数ランキング

当院を退院した患者さんの数が
多い順に並べています

逆紹介患者数(年間)逆紹介患者数(年間)

3,937人
他の医療機関に紹介した
患者さんの数です

手術件数(年間)手術件数(年間)

3,782件
入院手術と外来手術と
合わせた件数です

放射線治療数(年間)放射線治療数(年間)

6,870件
ガンマナイフ・ノバリスによる

放射線治療数です

人工透析患者数人工透析患者数

187人
当院で人工透析を行なっている

患者さんの数です

地域の方々に当院についてさらに深く知っていただきたいという意味をこめて、
臨床指標などの情報をホームページ上で公開しています。ぜひご覧ください。

最新の核医学画像診断装置を導入
浅ノ川総合病院では最新の核医学画像診断装置（ＧＥ社製　Discovery 

NM 630）を導入しました。先進のソフトウェアーを搭載し、高画質で撮影時

間短縮が可能な最新機器です。脳血流シンチでアルツハイマー型認知症など

の認知症診断が正確にできるようになりました。脳血流シンチとMRIの組み

合わせが認知症診断に特に優れています。

脳血流シンチとMRIのご予約 ： 076-252-2175（直通）

予約受付時間 AM8:30～PM5:00

脳血流シンチグラフィ

アルツハイマー型認知症 正常圧水頭症

青色は脳血流低下部位 赤色は脳血流増加部位

ソフトによる自動測定で
このラインを越えれば
アルツハイマー型認知症

ソフトによる自動測定で
このラインを越えれば
アルツハイマー型認知症

54 A S A N O  C H A N N E LA S A N O  C H A N N E L



脳血流シンチで正確な認知症診断 見データで る 浅ノ川総合病院
昨年度、当院を受診した患者さんの数や、診療行為の実績、診療した疾患の上位などを掲載いたします。

＊図説明：脳血流シンチ。
　　　　　先進のソフトウェアーにより、アルツハイマー型認知症や正常圧水頭症の診断が容易です。

土曜日はAM8:30～12:30（第２土曜日は休み）

（平成29年7月1日現在）

（平成28年度実績）

全職員数全職員数 うち医師数 56人

763人
うち看護師数 373人

1日平均外来患者数1日平均外来患者数

518.6人
1日あたり外来を受診した
患者さんの数です

1日平均入院患者数1日平均入院患者数

408.0人
1日あたり入院された
患者さんの数です

救急車搬入数(年間)救急車搬入数(年間)

1,635件
当院に搬入された
救急車の台数です

紹介患者数(年間)紹介患者数(年間)

6,461人
他の医療機関から紹介された

患者さんの数です

1位 …… 白内障
2位 …… 脳腫瘍
3位 …… 大腸ポリープ
4位 …… てんかん

5位 …… 肺炎等

6位 …… 誤嚥性肺炎

7位 …… 脳梗塞

8位 …… 前立腺の悪性腫瘍

9位 …… 胆のう結石、胆管結石

10位 …… 腎臓または尿路の感染症

疾患別患者数ランキング疾患別患者数ランキング

当院を退院した患者さんの数が
多い順に並べています

逆紹介患者数(年間)逆紹介患者数(年間)

3,937人
他の医療機関に紹介した
患者さんの数です

手術件数(年間)手術件数(年間)

3,782件
入院手術と外来手術と
合わせた件数です

放射線治療数(年間)放射線治療数(年間)

6,870件
ガンマナイフ・ノバリスによる

放射線治療数です

人工透析患者数人工透析患者数

187人
当院で人工透析を行なっている

患者さんの数です

地域の方々に当院についてさらに深く知っていただきたいという意味をこめて、
臨床指標などの情報をホームページ上で公開しています。ぜひご覧ください。

最新の核医学画像診断装置を導入
浅ノ川総合病院では最新の核医学画像診断装置（ＧＥ社製　Discovery 

NM 630）を導入しました。先進のソフトウェアーを搭載し、高画質で撮影時

間短縮が可能な最新機器です。脳血流シンチでアルツハイマー型認知症など

の認知症診断が正確にできるようになりました。脳血流シンチとMRIの組み

合わせが認知症診断に特に優れています。

脳血流シンチとMRIのご予約 ： 076-252-2175（直通）

予約受付時間 AM8:30～PM5:00

脳血流シンチグラフィ

アルツハイマー型認知症 正常圧水頭症

青色は脳血流低下部位 赤色は脳血流増加部位

ソフトによる自動測定で
このラインを越えれば
アルツハイマー型認知症

ソフトによる自動測定で
このラインを越えれば
アルツハイマー型認知症

54 A S A N O  C H A N N E LA S A N O  C H A N N E L



東館6階病棟病棟紹介 のご紹介連 携 登 録 医

　東6階病棟は脳神経外科・神経内科・

耳鼻科・眼科・小児科の患者さんが入

院される混合病棟です。特徴として脳

神経・頭頸部・耳鼻咽喉部の疾患や白

内障の手術を受ける患者さん、めまい・

脳血管疾患・神経疾患の治療を受ける

患者さん等が入院されています。

　当病棟の大きな特徴として、北陸で

第一号に稼働を開始したガンマナイフ

や日本第一号に稼働を開始したノバリ

スによる定位放射線照射を受ける患者さんが、県内外から多く入院されています。また、北陸唯一のてん

かんセンターとして、てんかんの治療・検査を行う患者さんも多く入院されています。

　私たちスタッフ一同は当院の新たなスローガンである「地域から選ばれる温もりのある病院」を目指し、

患者さんが安心して治療に専念し、安全で安楽に入院生活を過ごせるように医師、看護師、薬剤師、リハ

ビリテーションセラピスト、ソーシャルワーカー等と協力し、ご支援しています。また、当院ならではの

治療である定位放射線照射やてんかん治療に対しても、定位放射線外科センター・てんかんセンターと連

携をとり、専門性を持ったチームによりご支援しています。

　患者さんが治療後スムーズに退院先で日常生活を送られるように、回復期リハビリテーション病棟や地

域包括ケア病棟と連携し、病棟スタッフ一同、切れ目ない医療・看護を提供できるよう日々努めています。

　私たちは専門性を高め、より質の高い援助を行うために、毎年学会や研究会・研修会などにも積極的に

参加しています。昨年、当病棟の看護師は4つの学会・研究会などで研究発表を行いました。そして、たく

さんの経験や学びを今年度の看護に活かしています。

　入退院が多く、日々慌ただしく過ぎていますが、たくさんの患者さんとの出会いや、患者さんからいた

だける温かい感謝のお言葉と励ましのお言葉が、私たちを支え、明日への活力となる何よりのエネルギー

となっています。

　今後も患者さんのご期待に応えられるよう、スタッフ一同「患者さんのお気持ちに寄り添う」をモットー

に、入院される方のお気持ちを察した気配り・気づかいを大切に、皆様のご支援をさせていただきます。

看護師長（がん放射線療法看護認定看護師） 作田 憲一

　平成7年10月に元町保健所前に「くらち眼科医院」を

開設しました。

　当院は、患者さんが日頃気軽に通院できる「かかり

つけ医」として、浅ノ川総合病院と連携しながら地域

の皆様方に対し、より効率的、効果的な医療を提供し

ていきたいと思っております。特に眼科部長の白尾先

生、上原先生には大変お世話になっております。迅速

に対応して頂き、紹介した患者さんからもとても喜ば

れております。

　小さな目から入る情報量はものすごいものです。こ

の大切な目を守ることが、眼科医として最も大事なこ

とだと思い、患者さんの言葉によく耳を傾け、細かい

ところまで見逃さず、正しい診断治療ができるようス

タッフ一同日々邁進しております。

　お気軽にご相談下さい。これからも地域の皆様の健

康をサポートしてまいります。

院長 倉知 裕 先生

医院外観

診  療  科 ： 眼科
専門領域 ： 白内障（日帰り・入院 手術）
　　　　　 緑内障（日帰り・入院 手術）
　　　　　 レーザー光凝固、糖尿病性網膜症、 硝子体内注射

住　　所 ： 〒920-0806
　　　　    石川県金沢市神宮寺1丁目12の5
電　　話 ： 076-253-9000
駐  車  場 ： あり（22台駐車可能、第二駐車場もあり）
アクセス ： 

（北鉄バス）東金沢駅発彦三経由金沢工業大学行き 33番、89番
　　　　　元町福祉保健センター前（くらち眼科医院前）

（金沢駅から）神宮寺バス停より0.3km
　　　　　　森山一丁目バス停より0.4km

△：手術日ですが、手術終了後外来診療をします。 診療時間は
　  お問い合わせください。
※受付は30分前までにお願いいたします。
休診日 ： 日曜日（第2を除く）、祝日

診療時間

9 : 00～12 : 00

月　　火　　水　　木　　金　　土　　日　
○　　○　　○　　○　　○　　○　　／　

14 : 00～18: 00

14 : 00～17 : 00
13 : 00～16 : 00
（第2日曜日）  

○　　△　　○　　△　　○　　／　　／　
／　　／　　／　　／　　／　　○　　／　

／　　／　　／　　／　　／　　／　　○　

今回は、金沢市神宮寺の

『くらち眼科医院』をご紹介いたします。

くらち眼科医院

連携登録医 とは

地域の医療機関と浅ノ川総合病院の相互連携を一層緊密にし、適切で切れ目のない医療の提携を目指して新たに開始
された「連携登録医制度」に登録していただいている医療機関の先生方です。

北陸新幹線

金沢駅

金沢東
警察署

堀川町

浅野本町

京 町

森山町小

ゲオ
金沢東
大通店

浅野町小

くらち眼科医院

神宮寺

森山北
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行 事レポート 広報誌 A S A N O  C H A N N E L

内視鏡センター長

浜野医師 インタビュー

「正しい予防法と
 早期発見で、
 胃がんは怖くない！」

脳血流シンチで正確な認知症診断
データで見る浅ノ川総合病院

特　集

vol.22
２０１７年 夏号

（年4回発行）

【 地 域 連 携 】医療・介護・福祉が一体となった切れ目のない医療サービスを提供し、
地域医療の充実に努めます。

【 救 急 医 療 】断らない救急医療を目指します。
【 予 防 医 学 】健康診断を推進し、病気の予防・早期発見に努めます。
【 チーム医療 】患者さん中心のチーム医療を実践し、安全で質の高い医療の提供に努めます。
【 人 材 育 成 】次代の医療を担う信頼される人材の育成に努めます。

救急から在宅まで、地域の医療を守り支える病院を目指します。
暑い日が続きます！
夏バテには気をつけて
くださいね。

病院の理念

vol.
22

お知らせ

　平成29年5月14日（日）、快晴となった金沢城公園で、第１6回「利家とまつ」金沢城リレーマラソンが行われました。
今年も職員が「あさのちゃんTシャツ」を身にまとって完走し、チームの絆をさらに深めました。当院ではこれからも
職員が一丸となれる行事に参加することで、チーム医療の充実と、荒木病院長を中心に、病院のスローガンである「地
域から選ばれる温もりのある病院」を目指していきます。

平成29年8月15日（火）、16日（水）はお盆休みにつき、外来診療を休診いたします。
（急患の場合は救急外来で対応します）

お盆休みのお知らせ

平成29年11月5日（日） ゴルフ倶楽部金沢リンクス　※詳細は地域医療連携室までお問い合わせください。
【連携登録医の皆様へ】「第６回 浅ノ川総合病院 地域連携ゴルフコンペ」を開催します。

今年も第１6回「利家とまつ」
金沢城リレーマラソンに参加しました！

　第9回目となる定位放射線治療セミナーを平成29年6月16日
（金）にホテル金沢で開催いたしました。石川県内外から多数の参
加を賜り、盛況な会となりました。
　基調講演では、当院定位放射線外科センター長の光田幸彦医師
が「転移性脳腫瘍の定位放射線照射に対する最近の取り組み」につ
いて講演しました。
　特別講演では、厚生連高岡病院 総合的がん診療センター長の高
仲強先生により「Novalis 放射線治療がもたらしたもの」について講
演されました。
　講演会終了後には情報交換会が開催され、参加者同士親睦を深
めました。
　今後も当院は定位放射線治療の充実と連携を推進していきます。

第9回目となる
定位放射線治療セミナー開催
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病院の方針

光田 幸彦 先生

高仲 強 先生
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